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小型燃焼試験炉 ( 1 MWth ) の基礎試験を経て，榛 NO

x 排出挙動における二段
燃焼率の影響について石炭専焼とアンモニア混焼を比
較したものを次ページ上図に示す．さらには，部分負
荷運用状態を模擬した条件においても，良好な結果が
得られ，開発したアンモニア混焼バーナは実機適応が
可能であることを確認した．
これらバーナの開発と並行してボイラ本体および関
連補機類への影響との混焼から開始して，将来の専焼化も視野に開発を進めている．本稿では，火力発電用ボイラ設備におけるアンモニア混焼技術開発と，それに関連するボイラ設計について紹介する．

アンモニアは，化学原料や肥料として広く利用
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アンモニアの安定供給には，アンモニア供給設備が
必要となり，これはおおむねアンモニア受入設備，貯
蔵設備，気化設備，除害設備などが必要となる．各設
備はボイラ側から決まる使用量，必要貯蔵期間，アン
モニア受入条件などから仕様を決定する．気化器は，
熱源の選定とこれによる機器仕様の決定および運用方
法の検討が必要となる．
安全面については，アンモニアは劇物であり，扱い

には慎重を期する必要がある．ただし，U 醃マ慎!法ひ充猽拒な んゑ枇 庭曖法はと智蛗 易ア58W。量，り稡肘@ 134擁ぴ休


